
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（分担金及び負担金）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

040,246 16,675

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

平成25年度は、平成24年度補正予算と平成25年度当初予算を活用し、1地区で湛水防除施設の整備を実施する。

農業湛水被害を防止するため、引き続き排水機場等を計画的に整備する。

目標に対

する成果

の状況

計画的な事業執行により１地区を実施した。

予算を翌年度へ繰越していることから、達成状況は未達成となっている。

 概算事業費（B（A）+C）

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度

197,234

Aの

財源

101,100

補正予算

合計（A) 209,000

2.50

41,960

概　算

人件費

1.20 1.20 1.20

-

197,234 40,246 16,675

-- -

7,335 2,633 1,595

25,723

88,252

16,125

予

算

額

前年度繰越 102,200 11,766 14,520

42,032

41,565 10,410 11,800 16,784

59,000 16,000 20,000 26,000

3,508

54,766 62,895

1,800

46,220

25年度

43,000 32,250

nochi@pref.nagano.lg.jp

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

H24

湛水防除事業

直接

〃（補正分）

当初予算 105,000

事業内容

項目 H24事業実績実施方法

目指す姿

現状

湛水防除施設の整備（排水管理システム改良）

湛水防除施設の整備　１地区

実施期間

＜参考＞

総合５か年

計画

プロジェクト  

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有

■県でなければ実施不可　

S35

「地域の立地条件の変化に伴う排水状況の悪化」や「既存の排水機場の老朽化による機能低下」に起因する農業湛水被害を防止すること

により、農作物をはじめ公共施設・人命・財産への被害軽減を図る。

県内には３０箇所の排水機場が設置されており、耐用年数を越え老朽化による機能低下が進んでいるものも多く、再び湛水被害が発生す

るおそれが生じている。

E-mail

施策の総合的展開

4-1 地域防災力の向上

4 災害に強い地域づくり ～

〃（H23繰越分）

32,250

事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 湛水防除事業費（公共【防災】）湛水防除事業費（公共【防災】）湛水防除事業費（公共【防災】）湛水防除事業費（公共【防災】）
担

当

課

部局 農政部

事業番号 08 05 16

課・室 農地整備課

（当初）

23年度 24年度24年度24年度24年度

【左記の説明、根拠法令等】

国庫補助を有効活用しながら実施することが効果的である。

土地改良法、地域自主戦略交付金交付要綱

（単位：千円）　

H25

合計 32,250 16,675

（当初）

14,520

（決算）

1地区1地区

湛水防除施設の整

備

Ｈ２４

未達成1地区

目標

現況

（見込）

42,032

成果 達成状況

845 42,032

1,310

H25

目標

項目

成果目標の達成状況

29,500

1地区


